
  
 

季節を感じる，生活を感じる 
―俳句・短歌の学習（６年）― 

６年生が俳句づくり，短歌づくりに挑戦しました。 

俳句は，五・七・五の十七音，短歌は五・七・五・七・七の三十一音で表現される一つの詩です。俳句

は，季節を表す季語が織り込まれていることが条件で，世界で一番短い定型詩と言われています。短歌は

季語についてのきまりはありません。三十一音なので「みそひともじ」と呼ばれることがあります。どち

らも短い言葉で心情や情景を表現するので，古くからある日本独特の文学ですが，何となく難易度が高

いように思われがちです。その俳句や短歌に６年生が挑戦しました。指を折りながら文字数え，一生懸命

に自分の思いを伝えようと考えている姿が思い浮かびます。 

教室近くの廊下にたくさんの作品が掲示されています。いくつかを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

古くは，７世紀から８世紀に４５００首をまとめられたされる万葉集が有名です。 

たった三十一音で，作者の心情や情景を表すのですから，その短歌に６年生が挑戦しました。教室近く 

 

 

 

 

 

 

 
 

★★お知らせとお願い★★ 
体育大会の練習を熱心にしています。 

どの学年も，体を存分に動かし，みんながひとつになってよりよい演技や競

技ができるよう張り切っています。ここのところ，気温が高い日も多く，子ど

もたちは，大粒の汗を流しながら，取り組んでいます。熱中症対策と感染症防

止対策として，４５分間の練習中にも給水タイムを設けたり，人から離れたと

ころでマスクをはずし，大きく深呼吸して呼吸を整えたりするなどの取り組

みをしていきます。体育の時間に限らず，休み時間など，子どもたちはよく運

動します。こまめな水分補給が大切です。汗拭き用のタオルとたっぷりめのお

茶を持たせるようお願いします。 
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どの学年も学習成果

等を教室や廊下に掲示

し、お互いのよいとこ

ろを認め合い、高め合

うことができるよう工

夫しています。一定期

間掲示後、家庭に持ち

帰ります。ご覧になら

れましたら、よいとこ

ろを認め、ほめていた

だくようお願いいたし

ます。次の学習への意

欲につながります。 

 


